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「戦争と平和を語り継ぐ
－立命館大学国際平和ミュージアムのボランティアガイドの実践を事例に」

福 西 加 代 子

はじめに

　本稿は立命館大学国際平和ミュージアム展示室内に
おいておこなわれるボランティアガイドの実践を通し
て、ミュージアム内において戦争と平和を語り継ぐこ
との意味と、戦争体験世代が減少していく中、今後ど
のように語り継ぐことが可能となるのかを考察するも
のである。
　ボランティアガイドは、立命館大学国際平和ミュー
ジアム（以下、平和ミュージアム）の主に地下1階の
展示室内において、事前に予約のあった団体に対して
展示解説や自身の戦争体験などを話している。近年、
高齢化が進む中、ボランティアガイド養成講座（以下、
養成講座）が年に一度平和ミュージアムの主催でおこ
なわれ、幅広い層の人々がガイドを志望してやってき
ている。筆者もまた、2010年度の養成講座を受講しガ
イド活動をおこなうかたわら、長年ガイドをつづけて
こられた方々にご協力いただき、2011年1月からイン
タビューを開始した。本稿は、2010年度のボランティ
アガイド養成講座と平和ミュージアム地下1階展示室
内でのボランティアガイドの参与観察と、ボランティ
アガイドの方々へのインタビュー 1）をもとに、平和
ミュージアムのボランティアガイドになるということ
がどのようなことかを個々人のライフヒストリーとも
交えて検討していく2）。
　本論の構成として、まず戦争の記憶の継承に関する
先行研究を紹介する。次に、平和ミュージアムにおけ
るボランティアガイドのガイド内容を述べる。ここで
は平和ミュージアムの展示内容については詳しく触れ
ることはしない3）。展示室内でどのようなガイドがお
こなわれているのかを見ていく。その後、ボランティ
アガイドになるということに焦点を当て、2010年度の
ボランティアガイド養成講座の様子、ボランティアガ
イドになったきっかけに関するインタビューを紹介し
ていく。そして、最後に平和ミュージアムにおいてボ
ランティアガイドの方々が戦争と平和を語り継ぐとは
どのようなことかを考察する。

1、「戦争の記憶を継承する」ということ

　「戦争の記憶を継承する、語り継ぐ」という言葉を
よく耳にする。しかし、実際に戦争体験のない世代
の人間が戦争の記憶を継承する、とはどのようなこと
なのだろうか。戦争の記憶を継承する施設としての資
料館をテーマにした研究は数多くある。例えば、村上
登司文は日本の平和博物館の戦後の流れや国内外の平
和博物館の展示内容を統計的にみることで、体験の継
承をおこなう平和博物館の社会的教育の側面を取り上
げている（村上1996）。また、深谷直弘は、長崎の原
爆資料館を具体的な事例として挙げ、展示の内容やス
ペース、キャプションなど資料館全体を分析したり（深
谷2008）、職員へのインタビューから記憶を語り継ぐ
実践の困難さについて論じている（深谷2009）。その
他にも戦争記憶とナショナリズムの関係を博物館展示
を中心に分析した研究は国内外の資料館を問わずおこ
なわれている（馬2004、吉田2007）。しかし、これら
の研究は展示内容や展示を制作する側に対して焦点を
当てたものが多く、実際に資料館において継承すると
いう実践的な側面が見えにくくなっているという問題
点があると考えられる。
　一方で、被爆体験の語り部の存在に焦点をあてた研
究や平和ガイドに焦点をあてた研究もある。それらの
多くは、日本国内で大きな被害を受けた沖縄や長崎、
広島といった、被害の象徴的な地域もしくは、空襲の
被害にあった地域に限られているものが多い。しかし、
それらの象徴的な地域ではない場所で、実際に戦争を
体験していない人間には戦争の記憶を継承し、語り継
ぐことは不可能なのだろうか。戦争の語りに関する研
究は、長崎の「語り部」運動による原爆の記憶継承を
テーマとした研究がある（高山2008）。ここでは、3人
の語り部の原爆の記憶の語りを中心に、三者三様の継
承の語りの在り方を考察し、継承の語りが変化すると
いう点に注目している。また、平和ガイドの語りに関
しては、沖縄戦の語りを事例にした研究がある（北村
2006）。ここでは、戦争体験者ではない平和ガイドが
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どのように沖縄戦を語り継ぐかを問題としており、「平
和ガイドという語りの実践も、証言（「過去」）の単純
な繰り返し（語り継ぎ）ではなく、「いま・ここ・私」
と切り結んだ上での、証言と平和ガイド、さらには
そこから連綿と連なっていく聞き手との対話」（北村
2006：70）であるとしている。そして、ここから戦争
の語りの実践が新たな局面へと入っていくことを示唆
している。これは、沖縄という住民をも巻き込んだ形
での戦争がおこなわれたことや、戦後も米軍統治時代
が続いたこと、それに加え、90年代以降の修学旅行の
増大という状況が重なる象徴的な地域であるというこ
とが大きく関係していると考えられる。高山真の論じ
るように、継承の語りは変化していくし、北村毅の論
じるように戦争の語りの実践は非戦争体験者の参加に
より新たな局面をむかえていく。それは、単に語り継
ぐという実践のみではとらえきることができないもの
である。そこで、本研究では、ミュージアムの中と言
う限られた空間の中での語りの実践に注目し、語り継
ぐという枠組みでとらえきれない新たな実践を明らか
にしていく。そのために、ミュージアム内におけるボ
ランティアガイドに焦点を絞る。
　さらに、ミュージアムとボランティアガイドの関係
に関して、菅靖子（2011）はパフォーマンス研究の側
面から、アメリカの全米日系人博物館のガイドによる
体験語りを取り上げ、「彼らの人生における直接的な
経験の介入が、ミュージアム展示に可変的な特徴を与
えている」（菅2011：201）として、それにより、「全
米日系人博物館がガイドによって可変的な展示空間を
実現し、日系アメリカ人のガイドが自分たちのアイデ
ンティティをこのミュージアムの表象の一部として確
立している」（菅2011：203）と論じている。それは、
ジェームズ・クリフォードが『ルーツ』（1997）の中
で論じた、異文化間の「コンタクト・ゾーン」として
のミュージアムを形成しているということを指摘して
いる。クリフォードは、メアリー・プラットの用い
た、コロニアルな接触の場としての｢コンタクト・ゾー
ン｣という言葉を、ミュージアムに適用しミュージア
ムを異文化間の｢コンタクト・ゾーン｣としている。こ
れを用い、大和ミュージアムにおける展示室内ボラ
ンティアガイドが造船技術を呉市の誇りとしてガイド
し、ローカル・アイデンティティを形成していたこと
が明らかとなっている（福西2011）。つまり、「展示空
間は、展示物の表象を介して人々が相互に情報を与え
あうコミュニケーションの場」（菅2011：203）である
ように、ミュージアムという展示空間において展示物

を通して、ガイドと見学者の相互行為が認められるの
である。このような相互行為であるコミュニケーショ
ンという側面から、ボランティアガイドが展示室内で
どのようなコミュニケーションを実践しているのかを
見ていく。
　以上から、展示空間における相互行為という点をふ
まえ、展示内容ではなく展示物と見学者を媒介する
人としてのボランティアガイド、広島や長崎、沖縄の
ような限定的で象徴的な地域ではない場所での、非
体験者をも含めた人としての平和ミュージアムのボ
ランティアガイドを取り上げる。この場合、全米日
系人博物館における民族的、大和ミュージアムにおけ
る地域的なアイデンティティの形成は比較的困難であ
ると考えられる。しかし、非体験世代である筆者のガ
イド実践を通した参与観察とボランティアガイドへの
インタビューによる調査、展示室内でおこなわれてい
るガイド実践から、新たな「戦争と平和を語り継ぐこ
と」の意味を見出していく。従来、社会学や文化人類
学で用いられてきた参与観察という手法を用いて、平
和ミュージアムでのフィールドワークをおこなうこと
で、博物館研究で多く用いられるアンケート調査や、
定点観測などの量的調査ではない、質的調査をめざす。
そこから、展示ガイド活動の困難さや、意義を、生き
生きとしたデータを提示することで、展示ガイドのエ
スノグラフィーとして描くことができると考える。

2、平和友の会とボランティアガイド

　ここでは、ガイドの方々へのインタビューから明ら
かになった、平和ミュージアム開館以降、平和友の会
結成以降のボランティアガイドの流れと、現在のガイ
ド活動の内容を見ていく。ガイド活動の内容は主に、
ガイド活動の見学と筆者が実際にボランティアガイド
として参加した時の体験をもとにする。ボランティア
ガイドは主に予約のあった団体に対しておこなわれる
が、図2-1にもあるように平和ミュージアムの来館者
の多くが団体来館者である。ボランティアガイドの予
約は平均して年に約300回ほどあるという。2010年9月
から2011年8月の団体数は図2-2のとおりである。毎年
10月、11月の秋の観光シーズンに集中し、年明けの1
～ 3月は閑散期であると言われている。2010年10月で
48名が登録をしており、うち男性が22名、女性が26名
であった。
　ボランティアガイドの歴史を平和ミュージアムの
「平和友の会」の活動と共に見ていく（表2-1）。1992
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年の平和ミュージアムの開館後、1993年におこなわれ
た第1回養成講座をきっかけに結成されたのが「平和
友の会」（以下、友の会）である。この第1回養成講座
には約50名が参加していた。そして、ボランティアガ
イドはこの友の会のメンバーを中心におこなわれてい
く。友の会にはガイドをするための様々な部会があり、
その中のガイド部会が活動をおこなっている。第1回
養成講座以降、平和ミュージアムのガイドをするため
に結成され当初は7つの部会から形成されていた。実
際にガイド活動をするガイド部会、ガイドをするため
の勉強をする学習部会、友の会の活動を広める広報部
会をはじめとして、調査研究部会、文化部会、平和ツ
アー部会、交流部会であった。さまざまな講師を迎え
ての学習会も定期的におこなわれていた。
　しかし、第1回の養成講座以降は10年以上、養成講
座は開催されず、その間は友の会に入会してガイドを
する、という形でガイドに参加する人々が増えていっ
た。そして、2005年に平和ミュージアムがリニューア
ルオープンをした後、2007年に第2回のボランティア
ガイド養成講座が開催される。それから現在まで養成
講座は毎年おこなわれている。しかし、2007年当初は
20数名であった受講者が年々減少し、講座には実際に
既にガイドをおこなっている方や、平和ミュージア
ムの職員が受講するという状況になっていた。そこ
で、ボランティアガイドの方からの提言もあり、養成
講座の改革がおこなわれ、講座内容から、広報の方法
まで大きく変えていった。その結果、多数の申し込み
があり、ボランティアガイドの登録者も増加した（表
2-2）。そして、講座の内容の変化に伴い、ボランティ
アガイド同士の仲間意識も変化していったと見られて
いる。現在は約50名のボランティアガイドが登録をし
ている。常時活動しているのは20名ほどであるが、曜
日毎に登録して固定して活動をおこなうメンバーに加
え、人手の足らない時に補足的に活動するメンバーま
で、関わり方はさまざまである。また、年間200回の
活動をおこなう方から、1回の活動の方までと幅広く、
あくまでボランティアとして活動している。来館する
団体からの事前申し込みがある場合に事務所からボラ
ンティアガイドの曜日リーダーへと連絡がいき、活動
するという流れになっている。ボランティアガイドは
必ずしも友の会に入会するというわけではなく、友の
会と関係なくガイドを続ける方や、逆に友の会に入会
後に養成講座を受講するという方もいる。
　ボランティアガイドは主に地下1階の常設展示室内
でガイドをする（写真2-1,2-2）。

団体来館者がやってくると、はじめに1階のロビーで
平和ミュージアムに関する映像を見てもらい、担当の
ボランティアガイドが挨拶と平和ミュージアムの理念
などの説明をする。挨拶にはその時々のニュースや記
念日の話などが盛り込まれ、立命館大学の理念である
｢平和と民主主義｣に触れ、｢みて・かんじて・かんが
えて・その一歩をふみだそう｣という平和ミュージア
ムのキャッチコピーも必ず盛り込まれる。最初の挨
拶時や帰り際の挨拶の時に、1階壁面の過去と未来の
「火の鳥」に触れて話をしたりもする。その後、1時間
や1時間半、など来館者の希望に沿って、順番にガイ
ドをしてまわるが、グループごとに引率してガイドす
る｢グループガイド｣の場合、各グループの順路はボラ
ンティアガイドが各自で決定する。地下1階に人が集
中し過ぎる時は、2階の展示からまわる場合もある。2
階の展示は、立命館大学の学生が解説を担当してい
る。ガイド控室が2階にあるということもあり、学生
ガイドとボランティアガイドは日頃からよく挨拶を交
わし、最近のニュースの話などをしている。そのため
に、ボランティアガイドが引率して来た来館者を学生

写真 2-1（筆者撮影）

写真 2-2（筆者撮影）
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ガイドへの引き継ぐのは比較的スムーズにおこなわれ
ている。学生ガイドが解説をしている間、ボランティ
アガイドは後ろで一緒に聞いていることが多い。2階
フロアには、学生ガイドが毎日切り抜いている平和や
戦争に関する新聞記事が貼りだされていて、それを見
ながら来館者との世間話が弾むこともある。2階での
見学が終ると、地下1階へと下り、15年戦争の展示か
ら見学していく。このようにボランティアガイド同士
の暗黙の了解で、時間や空間を少しずつずらしていく
ことで、解説の声が重なって聞き取りにくい、人が多
くて展示物が見えにくい、といった問題を解消してい
る。先に2階の展示をまわることや、平和ミュージア
ムの入口や1階にある「わだつみ像」や「むっちゃん
像」の解説に時間を割くといった工夫が各自のガイド
の中に見受けられた。また、観光シーズンなど交通状
況が悪く、来館者が到着時間に大幅に遅れて来た時に
も臨機応変に対応している。グループガイドをする時
は、与えられた時間内での配分を考慮しつつ、展示の
ポイントを押さえ、来館者の層（年齢、性別など）に
即したガイドが目指されている。
　例えば、60代の女性Hさんは自分よりも年配の来館
者がやって来た時には、

難しいこと聞かれたらどうしようってのもあるん
やけど、ある意味ではわかりませんって言うて、
いろいろ教えてもらったらいいなぁというくらい
の気持になってね。そうですね、ってお話ししな
がら進めるんですよね。その辺がね、ごくごく素
直にね、教えてもらおうと思うんです。経験をね、
聞かせてもらおうと。私らよりも知ってはること
多いねんから、って。

また、筆者がグループガイドをしたとき、相槌だけを
打ち展示物を見つめる年配の方が多く、緊張しながら
ガイドをしていると、米つき棒と一升瓶が展示されて
いるところで70代くらいの一人の男性が筆者に、｢懐
かしいな。使い方知ってるか？あれでな、米ついて白
米にするんや。あんたら知らんやろうなぁ。｣と語った。
そして、知らないです、という私に身振り手振りを交
えて使い方を語った。もちろん、ガイドの知識として、
その展示物が何の道具であるのか、ということは頭に
あった。しかし、その男性が展示物を見て懐かしそう
に口を開いたときから、他の人々も少しずつ私に対し
て話をはじめ、ガイドがしやすくなった。これは、年
配の方が多そうな団体予約が入っていた時に、年配の

方へはどのようにガイドすればよいのか、と筆者が不
安になっていると、Bさん（50代女性）が｢むこうが
いろいろ話してくれるのを聞かせてもらえばいいよ。
勉強させてもらえばいい。｣とアドバイスしてくれた
ことで実践することができた。しかし、これは年配の
来館者に限らず、小学生や中学生でも同じことが言え
る。学校で習ったこと、自分のおじいちゃんおばあちゃ
んに聞いた話を思い出して話しだす小学生や中学生も
よく見かけるのである。グループガイドでは、1時間
から2時間を少人数の来館者とともに過ごすため、お
互いに色々な話をすることができる。あくまでガイド
であるため、自らの主義や主張が語られることはない
が、体験談や伝え聞いた話をガイドと来館者両方が展
示物を見ながら話すことが多い。
　来館者の人数が多い時は、ガイドがそれぞれに自分
で決めた場所に立って解説をおこなう、「ポイントガ
イド」と呼ばれる方法がとられる。このポイントガイ
ドは主に小学生、中学生、高校生の時に見られる。ボ
ランティアガイドは地下1階の展示室内のポイントに
立ってガイドをする。このポイントは各自の思い入れ
によって決まってくる。一番語りたいこと、伝えたい
こと、自分がガイドしやすい場所などに立っていく。
しかし、なるべく一カ所に固まり過ぎないように、お
互いの位置を確認しつつ動き回りながらガイドをおこ
なう。展示物に興味を持って見ている子供のそばへ行
き、さりげなく話しかけていくという方法がとられ
ているが、ワークシートが課せられている子供たち
は、子供たちの方から分らないことを質問してくる場
合もある。大人数の団体見学では、生徒たちが流れる
ように足早に見学することが多い中で、少しでも、一
つでも心に残るものを持って帰ってほしい、と多くの
ボランティアガイドの方は語る。どのようにガイドが
進められていくのか様子を見ていると、1か所に3～ 4
人が集まって話しながら展示を見ていると、近寄って
行き話をする、ある程度話が終ると、次に見るべきポ
イントを指さして終わる。または、次の展示へも一緒
に行き、解説をする、という風におこなわれている。
一見気楽な雰囲気であるが、メモを取っていたり、友
だちとの話しに夢中の子供に話しかけるのは至難の技
であった。質問される時はガイドがしやすいが、その
質問の多くは｢これはどこにありますか？ ｣というも
のである。その多くが｢きっかけ展示｣に関するもので
あるが、｢ミュージアムガイド｣の冊子やワークシート
などの解答を埋めるために展示を確認しているのであ
る。その子供たちに対して、場所を案内するだけでな



－ 33 －

「戦争と平和を語り継ぐ－立命館大学国際平和ミュージアムのボランティアガイドの実践を事例に」（福西加代子）

く、きちんと説明することができるようにする。
　Iさん（50代、女性）は、

私が一番心がけているのは、こっちで一人で一
方的に喋るのはやめようと、いつも思ってて。
できるだけ質問して返ってきた答えからそれに
関連するような中身で喋ってあげるのが一番い
いかな、と思っている。もちろんそれはずっと
こちらで喋り続けるような中身でもないんだけ
れど、やはりそこに来ている相手の興味に合わ
せて喋れるようなガイドになれるといいかな、
と思っているから、いっぱい聞いてます。逆に
聞いてます。

と、子供たちに対して質問を投げかけて聞いていると
言う。ここでの聞くということは、質問の内容が重視
される。質問の答えを導く中で何かに気付いてほしい、
という思いから子供たちへの問いが発せられるのであ
る。返ってくる答えが、こちらの予想と反している時
でもそこから新たな問いが生れ、一緒に考える、とい
う形でのガイドもおこなっている。
　地下1階の展示の最終あたりに来ると、現代の戦争
や、世界の紛争などについて話し、2階の展示へと繋
がるようにガイドをし、2階へと案内する。｢ポイント
ガイド｣で来館者の見学時間が少ない時などは2階に行
けずに終わってしまうこともしばしばである。ガイド
は、ぜひまた来てください、と何度も声をかけて地下
の展示室から見送る。そして最後にもう一度、1階で
集合して挨拶をする。ガイドが全て終了すると、ガイ
ド同士で互いに見学者に対する感想を話したり、質問
されたけれどもわからなかったこと、答えられなかっ
たことなどを聞き合ったりして、その日の情報を共有
していく。そして、次週のガイドの予定を確認して、
一通りのガイド業務が終了する。
　ガイド業務の多い日では朝から閉館時間までびっし
りと団体予約が埋まっている日もある。午前中だけ参
加や、午後から参加、など各自の都合に合わせた形で
おこなわれるが、ガイドの合間に交代で休憩やお昼ご
飯を取りながら、ガイドをしている。一度展示室内に
入ると、座ることはなく立ちっぱなしで、話し続ける
ことが普通である。あるガイドの方が80歳を過ぎても
元気でいる秘訣が平和ミュージアムでのボランティア
ガイドだ、と語られることもしばしばである。来館者
を待っている待機時間や、昼食時、ガイド後の語らい
では展示物に関すること以外さまざまなことも話題と

なる。地下1階の展示ガイドをするのが主な活動であ
るが、来館者の方々にミュージアム全体をいかに見学
してもらい、平和をつたえるか、ということが常に模
索されているように見受けられる。2階の展示との関
わりについては、階段やエレベーターを利用しての移
動、という空間的な断絶が障壁として立ちはだかるた
め、ボランティアガイドの方々の中でもしばしば問題
としてあげられることが多い。短時間での見学の時は
2階に行く時間がないことや、内容的にどのように2階
の展示と地下の展示を結びつけることができるのか、
どんな風に案内すればよいかなどである。そして反対
に、2階でもっと地下の展示について触れてほしい、
時事問題にも触れてほしいと希望する方々もいる。

3、2010年度第5回ボランティアガイド
養成講座

　次に、筆者が実際に受講した2010年のボランティア
ガイド養成講座から、養成講座について見ていく。ちょ
うど2010年が先に述べた養成講座の変化を経た新たな
年であった。講座の初めに、以前までの専門性の高い
授業形式の養成講座から、今年は立命館に平和ミュー
ジアムがあるということの理解を深める養成講座に変
えていく、という説明を受けた。この2010年度の第5
回目の養成講座が養成講座の内容を改革して最初の講
座であった。第4回目までは、座学中心の専門性の高
い講座であり、すでに友の会の会員としてガイドとし
て活動中の方の参加が多く、敷居の高さなどが問題と
されていた。そこで、ガイドの基本である「展示物を
伝える」ことに立ち戻り、内容が構成された。例えば、
毎回必ず1度は展示室内に入るようにプログラムが組
まれていた。全講座を通じ、養成講座期間中は名札を
見せると自由に展示室内に入ることができ、音声ガイ
ドを借りての自主学習も可能であった。養成講座を通
じて、展示室内に入ることがごく自然に感じられ、実
際に毎回地下を1周することで、大まかな展示の流れ
や自分の歩くペースなどを掴むことができるように思
われた。
　養成講座参加の申し込み手続きを済ませた後、第1
回の講座が2月の半ばにおこなわれた。養成講座は基
本的に土日のお昼からおこなわれている。第1回目の
養成講座では、高杉巴彦館長のお話と、学芸員の方
による展示ガイドがおこなわれた。地下1階の展示は
丁寧に見ていくと1時間から1時間半はかかると言われ
た。筆者は、平和ミュージアムの展示を見るのはこの
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時が2回目であった。パネルが多く、解説を全部読む
のは大変だ、という印象を受けていた。これは、他の
受講者も同じであったようで、展示室内で「解説を読
むだけで何時間もかかるね」という声が聞かれた。
　第2回養成講座は、第1回と連続して次の日におこな
われた。この回は安斎育郎名誉館長の講義であった。
そして第3回から第6回までが、展示室内で各展示を担
当している先生方の講義と、ボランティアガイドの方
のお話を聞き、その後オーディオガイドを聴きながら
の展示見学、見学後の意見交換であった。この4回は、
展示室内を実際に見学しながらお話を聞き、その後受
講者が5～ 6人のグループにわかれて感想を述べ合う
というとても充実した内容であった。前半の3回分が
地下1階の展示にあてられ、残り1回が2階の展示であっ
た。グループディスカッションでは、受講者は年齢層
も性別もばらばらであったため、感想として自らの戦
争に関する体験を語る方や、展示の見やすさなどの機
能面について述べる方など、さまざまな意見や感想が
出てきた。例えば、子供の頃の戦争ごっこの話や、ベ
トナム戦争当時の話を思い出として語りだしたりする
方や、照明の明るさやパネルの文字の大きさ、ここに
地図があれば、と言う話も出て来た。また、ガイドと
はどうあるべきかを、ボランティアガイドの方々の実
際の案内を見て考えさせられたりもしていた。そして、
それらの意見をまとめて各グループが発表をした後、
担当の先生やボランティアガイドの方からコメントを
いただいた。この意見交換の時間は、ミュージアム内
の展示について考える上でも、ガイドの在り方を考え
る上でも、受講者同士の交流という面でも、大変貴重
な時間であったと思う。
　その後の養成講座ではボランティアガイドの方々の
体験談を聞いたり、マナー講座で基本的な接客マナー
を習ったりした。そして、養成講座のまとめという形
で、実際に展示室内でガイドをおこなう。これは1人
の持ち時間が3～ 5分で自分の選んだ場所を受講者み
んなの前でガイドをするというものである。これで全
講座終了となり、後日レポートをまとめて提出し、4
月に修了式をもって、ボランティアガイドとして認定
される。5月以降に、実地研修がはじまり、先輩ガイ
ドの後をついてまわったり、実際にガイドをしてみた
りする。この実地研修の時も、ガイド後に感想や意見
をかわし、また困ったことや疑問点などを気軽に話す
ことのできる場が設けられている。
　養成講座や実地研修を通じて、ボランティアガイド
の方と触れ合う機会がとても多く、色々な話を聞くこ

とができる。展示室内のガイドとして、歴史的事実や
展示物の説明など、勉強しておかなくてはならないこ
とはたくさんある。しかし、それらの文字としての情
報よりも、ボランティアガイドの方との交流がボラン
ティアガイドを続ける上でとても重要になってくる。
実際に、自らが話をする講座ではなくても、ガイド養
成講座に参加するボランティアガイドの方はたくさん
見かける。養成講座の開催されている日にガイドに来
たからちょっと寄っていく、という感じで養成講座に
参加し、新しく受講中の方々と交流をしている。その
為、受講後の実地研修や、その後のガイド活動時にも
違和感なく溶け込むことができる。そして、さらに重
要なことは同じ回の養成講座を受講したことで生まれ
る連帯感もある。毎回の講座の中で話をしながら展示
室内を回り、グループディスカッションで色々な話を
することで年齢や性別を超えて親近感が湧き、その後
のガイド活動中にも「同期」という感覚が生れてくる。
ここで生じる仲間意識は、戦争の体験があるとかない
といった問題ではなく、住んでいる場所や家族や仕事、
最近の出来事、と言ったごく普通のコミュニケーショ
ンから生じるものである。

4、ボランティアガイドになる

　1993年の養成講座から19年間近く続くボランティア
ガイドであるが、ボランティアガイドを始めるきっか
けとはどのようなものであったのか、インタビューか
らみていく。20人の方にお話を伺うことができたが、
そのうち5人が第1回の養成講座から、7人が養成講座
が開催されていない時期から、8人が2007年の養成講
座再開以降からのボランティアガイドである。基本的
に養成講座は第1回と2007年以降ともに新聞やホーム
ページなどで募集がおこなわれている。
　第1回養成講座は京都生協と共催でおこなわれ、朝
日新聞に平和ミュージアムのガイドの募集が掲載され
た。その記事を見たAさん（80代女性）は、

新聞の募集要項をみてね、あぁ、やっぱり戦争っ
て言うものは、自分の経験したこと、そういった
ことを後世に伝えられたらいいし、やはり平和を
ね、維持するために何かのお役に立てたらよいな
という気持ちからさしていただきました。

という思いで応募したという。また、定年後に何か社
会の為に役立つことをしようとしていたところに、偶
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然新聞記事を見た、という方もいた。
　第 1回養成講座を受講した方々は、「目からウロコ
だった」と口をそろえて語る。今までの自分たちの認
識とのずれや新たなことを知る喜びが、当時の館長で
あった安斎育郎先生を中心としての友の会結成への原
動力ともなっていた。そこから、ガイド活動が始まる
が、当初のボランティアガイドは戦争体験者がまだま
だ多く、自らの戦争体験を語るのが主流であったとい
う。そんな中で、第 1回養成講座を受講した Bさん（50
代女性）は、

でもね、ガイドはやっぱりできなかった、最初は。
そういう人たち（体験者）が主流やから。で、あ
の人たちはね、別に悪いわけやないけど、子供た
ちに伝えるって言うた時に、展示内容を伝えるこ
とよりも、自分の体験、戦争の惨さ酷さ、戦争っ
てどれだけ自分たちの生活を脅かすものかみたい
なのを、反戦の思想から教える、伝える、そっ
ちのほうが中心だったの。（中略）あんたら戦争
体験語るって言ったってひもじいってしらんや
ろ、って言われたの。そら、知らんよね。飢えた
ことまずない、はっきり言ってね。で、ものが無
いって言う時代を知らんやろって、言われて、知
りませんって。その中で戦争の国民の暮らしのひ
どさを伝えるってあんたらできるか、って言われ
たときにやっぱり打ちのめされたな、私は。あ、
これはだめだ、と思ってね。あ、これはガイドす
んのやめようと思ってね。で、ガイドを 10何年
間しなかった。

と語る。戦争体験者でなければ戦争の悲惨さを伝える
ことができない、と実感した時にいくら勉強しても太
刀打ちできないと感じ、ガイドすることをやめたとい
う。Bさんはその後友の会の活動には関わり続け、2，
3年前からガイド活動を始めるようになった。今は逆
に戦争体験者が減少する中で、自分が友の会の戦争体
験者の方々から聞いてきた話を伝えていく、というこ
との重要性を感じていた。しかし一方で、戦争体験者
と一括りにいっても、戦地での加害の体験と子供時代
の被害の体験という個人の体験の差が、戦争体験の語
りを一様ではないものとしていた。
　第 1回養成講座の受講ガイドが活躍し始めてから、
2007年の第 2回養成講座が開催されるまでの間はさ
まざまな形でボランティアガイドへの参加がおこなわ
れた。すでにボランティアガイドを始めていた方に誘

われる、というのがよくあるケースであった。しか
し、すでにガイドを始めていた知り合いに誘われたか
ら、といってそのまますぐにガイド活動を始められる
ものではなかったようである。Cさん（70代女性）は、
教師を退職してから、視覚障害者への読み聞かせのボ
ランティアをしていた時に、誘われたという。しかし、
最初に平和ミュージアムの地下の展示の見学に来た時
に、

あっこれだったら私の体験に合わしてできるけ
ど、果してどうなんやろうなぁと思いながら、最
初半信半疑でいたら、じゃあとりあえず見習いで
ね、しばらくやってみたら？って。平和友の会っ
ていう小さなグループがあるからそこに入って勉
強しながらみんなやってるんだから。（中略）と
ころがね、藤岡先生が一回、全体を通して案内し
はるんで、いいチャンスやからね、聞いてみいひ
んかって言われて、それに参加したのが、火がつ
いたんやろね。つまり、あっこういうこと喋るん
だ、これ伝えるんだ、私の経験が一部重なるわ、
とかね。藤岡先生のをずっと聞きながら、私ひょっ
としたらできるかもしれん、思たんやね。で、舞
鶴は軍港でもあったしね、で、みなさんの関心が
軍港にもあったし、今自衛隊があるし、そういう
ことでひょっとしたら私の言いたいことはこっち
の方が出来るかもしれんなぁ、って。

Cさんは自らの出身地である舞鶴について語る場を見
つけ、

やっぱりねこっちは入りだしたらなかなか深いん
よね。平和ガイドって言うのは。勉強もできるで
しょ。しなくちゃいけないでしょ。舞鶴とかかわ
りがあるでしょ。自分の体験と親の体験がここで
整理できるでしょ。

自らの体験や親の体験の整理の場として平和ミュージ
アムでのガイドを始めた。
　そして、個人の戦争や平和に対する意識や興味もそ
れぞれに異なっていた。Dさん（70代女性）は、

きっかけは誘ってもらって、というのがきっかけ
なんですけど。もともと私は、戦争や平和のこと
にはとっても興味関心があったんです。
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と語る。Dさんの父親は、日中戦争が始まった 1937
年に 20歳になり、徴兵検査を経て中国へ出兵する。
そして戦闘中に足と片目を負傷し、内地送還で帰っ
てきた。その後治療を受け、Dさんの母親と結婚し、
1944年に Dさんは生まれた。敗戦の時には物心ない
Dさんであったが、戦後傷痍軍人としての父親との生
活の中で戦争に興味を持ったという。

（父親が）自分で、こんな木の箱を作って、そこ
にアルバムだとかもらった賞状だとか勲章だと
か、なんか軍隊手帳だとかね、いっぱい入れてた
んです。その箱をね、私ちっちゃい頃開けて見る
のが好きでね、見てると父親が横から、あぁやこぅ
やいろいろしゃべってくれたというので、へぇっ
て。その戦争のこと、体験はないんだけど、そ
の時代を生きてないんだけど、非常に興味関心が
あった。

と、戦争への思いと父親への思いが重なるように語ら
れる。Cさんと Dさんは、70代前半であり、自らの
戦争体験という程には敗戦時にも物心ついている年で
はなかった。しかし、自らの幼少期の話と重なる形で
聞いた両親の戦争体験を受け継いで語っているのであ
る。
　2005年の平和ミュージアムのリニューアルも、ボ
ランティアガイドにとっては大きな転機であった。平
和ミュージアムのリニューアル後に見学に来たことが
入るきっかけとなった Eさん（80代男性）はこう語る、

リニューアルされたことを新聞で知りまして、ど
ういう風に変わったのかを見に来て、たまたま地
階の方に受付にガイドさんがおいでになりまして
ね。ボランティアするんだったらどういう風にす
ればいいんですか、と尋ねた。

それがきっかけで、友の会の活動に参加するようにな
りボランティアガイドを始めたという。ガイドの方に
講座のように案内してもらったことが一番勉強になっ
たと語る。その他にも、先輩たちからもらうさまざま
な資料が勉強の参考になっていったという。
　養成講座を受講せずに始めた方や、2007年以降の
養成講座を受講した人々、どちらも定年後の活動とし
てやってくる方が多かった。特に元学校の先生の存在
は大きい。小学校、中学校、高校、科目を問わず、元
教師の方々は誘われてやってくることが多い。もとも

と教師である方は、平和教育とのかかわりから、戦争
や平和の問題に関心を持っている方が多かった。元京
都府下で小学校の先生をしていて、退職後に 2010年
度の養成講座を受講してガイドとなった Fさん（60
代女性）は、

平和学習もだんだんしりすぼみになってくるし
ね、なので、いいのかなってのは思ってたのね。
だからここに来るってのは、現場で働いていた時
にはね、子供たちに少しでも戦争のこと考えてほ
しいって想いで連れて来る、もうそれが目的化さ
れてたんだけれども、連れてきたら何とかなるっ
て思ってたんで。そこから勉強するってのはまだ、
そこまでなかなかいってなかったんだけれども。

と、自らの現役時代を振り返り、既にガイドをしてい
た方からの誘いがあり、講座を受講することになった、

だからそういう風に私が思ってたミュージアムで
ガイドが出来るって言うのは、自分としてはすご
いことだって思ってたからね。まぁ、そんな所に
講習会でよせてもらって、少しでも何かできたら
なぁ、って言うのはあったので、じゃあ行きま
す、って言ったのもあったんだけれどもね。

と語っている。その他にも、元歴史の教師であったガ
イドの方は、歴史を学び、未来にどう発展させるかつ
なげるかという視点をもとにガイドをおこなうと、と
語っていた。元学校の先生であるガイドの方々は、学
校単位での来館時に即座に生徒たちを束ね、学校側の
ニーズを読み取ったガイドをおこなっていくことがで
きるという点で頼もしい存在である。
　一方で、学校関係の仕事に関わっていない方でも多
くのボランティアガイドの方がおられる。それらの
方々も、基本的には歴史に興味がある、というケース
が多い。Gさん（60代男性）は、

誘われて、一度見学に来て、まぁ、歴史小説が好
きやったからね。いろいろ興味はあったことは
あったんやけどね。でもとてもやないけど、あか
んなぁ、と。難しくてね。第一私なんかはいわゆ
る、会社が全然関係ない、仕事なんやね。技術屋
やから。そやから単純にこんなこと考えたことな
い。平和についてなかなか。小説読んでる時に考
えるくらい。本当に真剣に考えたことない。
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と語る。また、退職後にさまざまなボランティア活動
をする中で、すこしでも人の役に立つボランティアを
したいという思いから始まり、ガイド活動をしていく
うちに戦争や平和について考え、勉強していくという
ケースもある。

5、平和を語り継ぐとは

　以上に見て来たように、現在の平和ミュージアムボ
ランティアガイドの方々も全ての人が戦争体験者では
ない。むしろ戦争体験者はごく一部であり、多くは非
体験者である。それぞれの語りからガイドの内容を 3
つに分けていくと、1つ目は自らの戦争体験を語る、
2つ目が自身の親や周囲から聞いた体験を語る、3つ
目はガイドのために学習したことを語る、というもの
である。1つ目の戦争体験は非体験者には不可能なこ
とである。しかし、2つ目と 3つ目に関しては戦争の
体験・非体験に限らず多くのガイドが用いる語りであ
る。現在平和ミュージアムの名誉館長である安斎育郎
教授は、

体験したことしか言えないってはずはないし、自
分の、自分につながる先代の人々がどういう体験
をしたかということを、自分が受け継いでそれを
語りかけるというのもあっていいと思いますね。

と、語っている 4）。
　また、平和ミュージアム高杉巴彦館長も、

経験がなくてもいいんだよ、ではなく、経験がな
い人がやるガイドっていうね、意味は大きいと思
うんです。もちろんそれは、勉強してもらって語
り継ぐという側面もあります。（中略）体験した
だけではだめなんですよ。実は。体験を客観的社
会的認識に裏打ちされて、だからあの体験された
ガイドさんもそれを努力されているわけですよ。
勉強会やってね、あぁ、こういうことだったん
だ、って。

と、ボランティアガイド活動の中での勉強会の重要性
についても触れている 5）。
　その言葉通り、平和ミュージアムのボランティアガ
イドが語る戦争の話は、自身の戦争体験だけでなく、
自分の両親の体験であったり、ガイド活動を通じて関
わった人々から聞いた話、自分で勉強したことであっ

たりする。そしてそれらの学習により自らの体験や伝
聞したことに客観的事実を付け加えていく。それによ
り、展示物の解説が可能となっていくのである。経験
がないから戦争について語れない、ということに怖気
づくことなく、経験がないということを補って余りあ
る活動や勉強を繰り広げていくのである。それは、単
に「語り継ぐ」ということだけではない、ほんの少し
の「戦争や平和への意識」の在り方であると考えられ
る。戦争や平和について何も考えないよりは一つでも、
二つでも考える、心に残す、誰かに伝える。そのよう
な作業をミュージアム内の展示物を介しておこなって
いるのである。その作業を進めていく上で、重要とな
るのは「語る場」を作ることである。｢語る場 ｣とは、
単にミュージアムというハード面においてだけではな
く、平和友の会やボランティアガイド養成講座を通じ
て広げられる人との関わりで形成されていく、世代間
のコンタクト・ゾーンとして考えることもできる。そ
のようにして作られた ｢語る場 ｣へ、自らが獲得した
「戦争や平和への意識」をもって飛び込んで行くこと。
これにより非体験世代であっても、平和ミュージアム
のガイドができるようになっていく。このようなコ
ミュニケーション能力こそがボランティアガイドに求
められるのである。
　立命館大学国際平和ミュージアムは京都市の北に位
置しており、近くに金閣寺や北野天満宮、少し足をの
ばせば京都御所など、有名な観光地がたくさんある。
その地域にある平和ミュージアムは、沖縄や広島、長
崎のような戦争被害における象徴的地域ではない。し
かし、だからこそ、京都、舞鶴、そして沖縄、広島、
長崎の国内はもちろん、展示に即して南京や満州、朝
鮮半島など様々な地域における被害と加害について語
る事を可能にしている。つまり、ミュージアムの建っ
ている場所が象徴的な地域でなくても、ボランティア
ガイドに戦争体験がなくても、ガイド個人個人の人生
の中における「戦争や平和への意識」を、平和ミュー
ジアムで展示に関するガイドをすることによって大き
くしていく。そして ｢語る場 ｣を形成し、そこで「戦
争や平和への意識」を来館者へ伝える。それを実践し
ていく人が平和友の会におけるボランティアガイドの
実践であると考える事ができる。北村毅は沖縄におけ
る「平和ガイド」の役割として、「彼等は、今そこに
ある「平和」を陳述的に語っているのではなく、語り
続けることによって今そこにはない「平和」を実践的
に作りだそうとしているのである。」（北村 2006：65）
としている。それは平和ミュージアムの友の会のボラ
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ンティアガイドにもあてはめる事ができるかもしれな
い。自らが学び、他者との交流により創り出される、「戦
争や平和への意識」と ｢語る場 ｣が平和ミュージアム
において実践的に創り出され、語られているのである。
つまり、平和ミュージアムにおけるボランティアガイ
ドの活動とは、戦争体験があるから語ることができる、
ないから語ることができない、ということではなく、
「戦争や平和への意識」を持ち、それを実践する場を
ミュージアム内に創り出し、受け継いでいく、そのた
めに語るのである。
　以上のような点から、平和ミュージアム側が主催す
るボランティアガイド養成講座について考えると、養
成講座とは友の会と平和ミュージアムとの ｢語る場 ｣
作りへの積極的な関わりであり、共同作業であると考
えることができる。友の会とミュージアム主催の養成
講座が一体となって作りだしていく ｢語る場 ｣と、「戦
争や平和への意識」を高めるきっかけが、これからの
戦争や平和を語り継ぐ上で重要となると考える。さら
に加えて、今後、平和ミュージアムで平和を語る上で、
地下 1階と 2階の展示をつなぐということが課題とな
るとも考えられる。空間的な断絶もさることながら、
ガイド同士の相互理解がもっと進んでいくことが望ま
れる。時に学生ガイドが養成講座を受講することもあ
り、個人個人のレベルではボランティアガイドと学生
ガイドの間にも交流があるが、もっと、展示の空間的
断絶を補うようなガイド間交流が目指されていくこと
が望ましいのではないかと考える。
　また、参与観察を通して明らかになった点として、
ガイドにとって最も重要な要素が「聞く」ということ
である。これは、年配の方の話を「聞く」こと、子供
たちに質問をし、その答えを「聞く」ことという二つ
の意味合いがある。自らの体験や知識を「語る」こと
も重要なことではあるが、展示室内で実際にガイドを
していて気付いたり、インタビューで多くの方が強調
したことは「聞く」ことの重要さであった。その意味
でも、来館者との対話能力、いかに来館者に語っても
らい、答えてもらうか、ということが今後のガイドの
課題として重要になると考えられる。非体験者のガイ
ドの場合、体験がないから知らないという意味での「聞
く」ではなく、よりよく展示をガイドしていくために
知らなくても知っていても「聞く」ことが重要である。
また、子供たちに対しては、答えを導くための質問を
考えるという点も課題となる。ワークシートのような
質問ではなく、子供の心に問いかけるような質問を考
え出すことも重要なのである。平和を語り継ぐとは、

自分が見たこと、聞いたこと、学んだことを語るだけ
でなく、広い意味での他者の言葉を「聞く」と言う点
がガイドの質として求められていくのではないかと考
えられる。
　先ず初めに、1）展示室に足を踏み入れ「戦争や平
和への意識」を持つこと、次に 2）展示室内において
周囲とのコミュニケーションの中で「語る場」を作り
だしそこへ参加すること、そして 3）「語る場」にお
いて来館者の言葉を「聞く」こと。この 3つがボラン
ティアガイドの能力として求められている。そして、
養成講座は、「戦争や平和への意識」を持つことと周
囲とのコミュニケーションの中で「語る場」を作りだ
しそこへ参加することという能力を高めるために重要
な役割を果たしていることが明らかになった。以上が、
ミュージアム内においてボランティアガイドが相互行
為を通じて語る、語りの実践であると言える。

おわりに

　「若い人」がボランティアガイドとして参加すると、
年配のボランティアガイドの方々からはとても喜ばれ
る。しかし一方で、そこには埋めることのできない知
識の差、意識の差、経験の差などが大きく横たわって
いる。それらを少しでも埋めていくためには、よりた
くさんガイド活動をし、先輩ガイドの方々のお話に耳
を傾ける事が一番であると思われる。しかし、埋めが
たい差を前にガイド活動を躊躇してしまうと、ますま
すその差は大きく広がるように感じられる。躊躇せず
に継続するということが世代間の差を埋める上では重
要なことであり、その継続の為には世代を超えてお互
いに共通の意識を芽生えさせていくことが重要となっ
てくるのだろう。
　また、学校単位での団体来館者をガイドする時に、
戦争を語るボランティアガイドの年齢は来館者である
生徒たちにどのような反応を引き起こしているのだろ
うか。今回の調査では、来館者の視点を取り入れる事
ができなかった。今後、平和ミュージアムにおけるボ
ランティアガイドと来館者の相互行為という点での実
践についても考察していくことが重要であると考えら
れる。
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図2-1：開館からの入館者数

（『立命館平和研究―立命館大学国際平和ミュージアム紀要』より作成）

図2-2：2010年 9月から2011年 8月の団体予約数

（ガイドに配布される月別団体予約一覧より作成）
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表 2-1：ボランティアガイドの流れ

1992.5 立命館大学国際平和ミュージアム開館

1993 第 1回ボランティアガイド養成講座、平和友の会結成

2005.4 ミュージアムリニューアルオープン

2007 第 2回ボランティアガイド養成講座

2008 第 3回ボランティアガイド養成講座

2009 第 4回ボランティアガイド養成講座

2010 第 5回ボランティアガイド養成講座

2011 第 6回ボランティアガイド養成講座

（『立命館平和研究―立命館大学国際平和ミュージアム紀要』より作成）

表 2-2：2007 年以降のボランティアガイド養成講座における受講者数と実地研修修了者数

受講者数 実地研修修了者

第 2回（2007年） 28人 9人

第 3回（2008年） 19人 12人

第 4回（2009年） 20人 12人

第 5回（2010年） 38人 19人

（『立命館平和研究―立命館大学国際平和ミュージアム紀要』より作成）
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《注》

1）　インタビューは 2011年 2月から 6月まで、ガイド活動の

合間にご協力いただき、20名の方を対象におこなった。

2）　20名の方の戦争体験の有無については、1935年以前に生

れた方が 7名、1935年から 1945年の間に生れた方が 6名、

1945年以降に生れた方が 7名である。

3）　平和ミュージアムのリニューアル前後の展示に関する内容

や課題に関しては山辺昌彦、福島在行の論文で詳しく述べ

られている（山辺 2005、福島 2006）。

4）　2011年 5月 30日インタビュー。

5）　2011年 4月 22日インタビュー。
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